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國本哲男先生 へ の 弔辞

藤　 　本　 　和 貴 夫

　國本哲男先生 は 1996年 3 月10日急性心不全 の ため逝去 され た
。 享年70歳 。

　先生 は 大阪大学 を定年で 退職 され る こ ろ か ら ， 週 に数 回の 腎臓の 透析 を受け

る とい う闘病生活 を強い られ て お られ たが ， 愛 され た詩人 プー シ キ ン の 故地サ

ン ク ト＝ ペ テ ル ブ ル ク に最後 まで 心 を馳せ られ て い た。

　先生 は 1925年 （大正 14年） に神戸 で 生 まれ られ た 。 先生の ロ シ ア語 との つ き

あい は広 島の 陸軍幼年学校に始 まる 。 当時の ロ シ ア語 の テ キス トと辞書 を見せ

て い た だ い た記憶が あ る 。 敗 戦後，
大 阪外事専門学校 ロ シ ア 科 に入 学 し，

ユ949

年 （昭和 24年） に卒業 ， 引 き続 き53年 （昭和28年）に京都大学文学部史学科を

卒業 され た後 ， 同大学院経済学研究科 に進 まれ て い る 。

　戦後の 関西で ，
ロ シ ア ・ソ ビ エ トの 研究 を専門的に行うこ との で きる学部は

ほ とん どな く， 唯一 人 々 が集 ま っ て い た の が ソ ビエ ト経済 の研 究で ある 。
ロ シ

ア の 歴史を専攻 しなが ら， 経済学研究科 に進 まれ た の もその ような場 を求め て

の こ とで あ っ た よ うに思 わ れ るが ，
こ れ は そ の 後 の 先生 の ロ シ ア ・

ソ ビエ トに

関す る幅広い 関心 の 基盤 に な っ て い る よ うで ある 。

　中学の 先生 か ら大阪外 国語大学の 教官 にな られ た の は 1960年で ， 61年 ， 私が

2年の 時 に始め て 受けた授業は ロ シ ア 語の シ ン タ ッ クス で あ っ た 。 専 門の デ カ

ブ リ ス トに 関す る講義は ， 非常勤講 師を勤 め られ て い た 京都 の 立命館大学で の

み聴 くこ とが で きる とい う ， 今か らみれ ば少 々 奇妙 な カ リキ ュ ラ ム で あ っ た が ，

講義は 厳密で ， 研究は妥協 を許 され なか っ た。 しか し学生 に と っ て は こ わい 反

面
， 徹底的 に 面倒 を見 る とい う面 もあ り， 多 くの 後進 を育て られ た 。

　研 究者 と して の 転機は ， 1966− 67年 に 文部省の 在外研 究員 と して レ ニ ン グ

ラ
ー

ド大 学 に留学 され ，
レ ニ ン グ ラ

ー
ドの 研究者 た ちの 「自由 と批判精神」 に

接触 され た こ とで は なか っ た か と思 う。 大 阪大学 に 移 っ て か ら完成 され た キ著

『ロ シ ア 国家 の 起源』 （ミネル ヴ ァ 書房 ， 1974年）は ，
ロ シ ア の 諸 「年代記」

にお ける建国伝説の 比較検討 か ら
， 言語学 ， 考古学 ， 古銭学 ， 文献学な ど広範

な関連諸科学 の 研究 の 蓄積 に基づ くもの で ，
こ れ まで 論争に な っ て きた ル ー シ

の 「ノ ル マ ン 説」 ・ 「非 ノ ル マ ン 説」 に 対 して ， 新 た に ル
ー

シ 第 1陣 をバ ル
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ト ・ス ラ ブ人 ， 第 2 陣を ヴ ァ リャ
ー

グ （ノ ル マ ン ）人 とす る仮説 を提起 され ，

わが 国に お ける ロ シ ア 国家起源論 と古代 ロ シ ア研 究の 基礎 を築か れ た 。

　先生 は生 涯 プ
ー

シ キ ン を愛 し
， 「青銅 の騎 士」な どプ ー シ キ ン の 作 品に 現れ

た啓蒙君主 と して の ピ ョ
ー トル 大帝像の 検討 を通 して その 歴 史観 を明 らか に し，

さ らに 歴 史家 カ ラ ム ジ ー ン の 「ロ シ ア 国家」 とプ ー シ キ ン の 「ボ リ
ー

ス ・ゴ

ドゥ ノ ー
フ」 に お ける 皇帝 ゴ ドゥ ノ ー

フ 像の 比較検討 に よ っ て
， 歴史研 究 と文

学研究の 総 合を図ろ うとされ た 。

　1976年か ら1981年まで 日本 ロ シ ア 文学会副会長 。 また
， 後年 プー シ キ ン とペ

テ ル ブル ク を テ ーマ と した市民講座 な どを通 じて 多 くの 「國本 フ ァ ン」 を生 み

出 した 。
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